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1??????今年度もよろしくお願いします！！
アジア・熱帯モンスーン地域における生態史モデルの構築



















































International Workshop on Indigenous Eco-knowledge and Development in Northern Laos
?????????









国立農林業研究所との共同研究 “People, Environment and Land 









の会議室で開催した。日本側 19 人、NAFRI とビエンチャ
ン市からの参加者 5 人、ウドムサイ県とポンサリ県から













 　第 2 日目は、アイ村へ移動して開催した。アイ村は、
2003 年より私たちの研究プロジェクトの共同調査地とな
っている。参加者は、日本側19人、NAFRIからの参加者4人、
県・郡職員が 7 人、周辺の 18 ヶ村から 30 人、アイ村の










研究博物館）が”Decorating with plants - Job’s tears materials 
from the world”と 題した世界のジュズダマ資料の展示と
解説を行い、ワークショップを盛り上げた。








　第 4 日目は、9 人が参加して、ピーマイノイ村を訪れた。















































































　調査地のウドムサイ県 La 郡 Houay Phee 村には数種類の
タケが見られる。マイソート（Mai sod）と呼ばれている
タケは Oxytenanthera parvifolia という種で、焼畑休閑林をは
じめ、林内のいたるところに繁茂しており、焼畑休閑植
生における優占種となっている｛写真１｝。村内に見ら
れるタケの多くは Mai sod で、他には Mai hia（Schizostachyum 
virgatum）、Mai bong（Bambusa tulda）、Mai hok および Mai sang



































　2005 年 2 月初め、タケのバイオマス量を推定する相対
成長式を求めるために、Houay Phee 村に長期間滞在して調
査を続けている広田君とともに、4 種のタケの全量刈り
取りを行った。Mai sod、Mai hia、Mai bong の測定を終え、最
後は No khom。No khom の生育場所は山の上辺りに限られ
るらしい。No khom 林へ向かう急斜面の上りはきつく、す
ぐに息が上がってしまい、休み休み登った。ちょうどこ



























































































































































































































































???? ? ????? ???????
　2006 年 3 月 1 日にラオスでの共同研究機関である NAFRI 
(National Agriculture and Forestry Research Institute) において，ズ
ブズブ班では 2 度目となるワークショップをおこないま
























































2002 年に村人 S ･ B 氏が知人を介してヒラタケ（Pleurotus 
sp.、現在 DNA 分析中。）栽培を導入したことをきっかけに、
2004 年には 4 ～ 5 世帯が、2005 年には 10 世帯以上もが
従事するに至っている。栽培ヒラタケは、ビエンチャン
市内の市場では年中出回っているが、ドンクワーイ村で





































ろ、 の 話 だ が。 水
で湿らせた稲藁をビニール袋に詰め、蒸して滅菌する（写
真 1）。これを冷ますと、はや培地の出来上がりである。
次は、培地に種菌をぱらぱらと一振りする。ここで使わ
れる種菌は籾に植え付けられたものであり、ヒラタケの
「稲の子」ぶりは徹底している（写真 2）。あとは、手作
りの栽培小屋（写真 3）に並べて、時折水撒きをするだ
け。根気は要るが単純な作業だ。1 ヶ月もすると収穫が
始まり、ひとつの培地から、3 ヶ月ほどにわたって繰り
返し収穫することができる（写真 4）。収穫したヒラタケ
は、村の仲買人が 7,000kip/kg で毎日買い取りに来てくれ
る。こうしてみると、必要な資材も大部分は周囲から自
ら調達することができるし、村人にとってお手軽なサイ
?? ????????????????
ドビジネスとして映っていることだろう。
　それだけではない。ヒラタケの発生が終わった培地を
肥料として田んぼに投入すると、稲が「きれい」に育つ
という。この村のヒラタケ栽培は、原料の調達から廃棄
物の処理まで、稲作のサイクルの中に溶け込んでいる。
広大な水田が広がるドンクワーイ村にとって、なんとぴ
ったりな栽培方法だろうか。オガクズの供給源である製
材工場の多くが、サイタニー郡でも姿を消してしまった
ことを思えば、「稲の子」ヒラタケはなんとも頼もしい。
（総合地球環境学研究所　齋藤暖生）
?? ????????????????
?? ??????????????????????
?? ??????????????
よってより一層の相互理解ができると思います．
（岐阜大学大学院連合農学研究科　足達慶尚）
